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北
海
道
の
中
央
に
位
置
す
る
大
雪
山
は
、

最
高
峰
の
旭
岳
（
２
２
９
１
ｍ
）、
北

海
岳
、
黒
岳
な
ど
20
以
上
の
山
々
を
有
す
る

火
山
群
の
総
称
で
、「
北
海
道
の
屋
根
」
と

も
形
容
さ
れ
る
。

大
雪
山
の
中
央
部
に
あ
る
直
径
約
２
km
の

御
鉢
平
カ
ル
デ
ラ
は
、
約
３
万
年
前
の
大
噴

火
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
カ
ル
デ
ラ
の
南
西
方

に
あ
る
旭
岳
は
大
雪
山
の
中
で
最
も
若
い
火

山
で
、
現
在
の
山
頂
部
は
約
５
０
０
０
年
前

ま
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
３
０
０
０
〜
２

０
０
０
年
前
に
、
旭
岳
の
西
側
が
崩
壊
し
、

馬
蹄
形
の
地
獄
谷
火
口
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、

１
０
０
０
年
前
か
ら
水
蒸
気
爆
発
が
頻
発

し
、
姿
見
池
な
ど
の
小
火
口
群
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
旭
岳
で
起
こ
っ
た
最
新
の
水
蒸
気

噴
火
は
約
２
５
０
年
前
以
降
で
、
地
獄
谷
火

口
か
ら
は
現
在
も
噴
気
が
上
が
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
最
近
３
０
０
０
年
間
は
顕
著
な
マ

グ
マ
噴
火
は
発
生
し
て
い
な
い
。

大
雪
山
の
山
々
が
属
す
る
大
雪
山
国
立
公

園
は
約
23
万
ha
の
面
積
を
も
つ
日
本
最
大
の

国
立
公
園
で
あ
り
、
そ
の
広
大
な
自
然
環
境

の
中
で
は
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い

る
。
短
い
夏
に
は
、
残
雪
の
白
、
ハ
イ
マ
ツ

の
緑
、
そ
し
て
高
山
植
物
の
花
々
が
美
し
い

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
く
。
ま
た
、
大
雪
山
の

紅
葉
は
日
本
一
早
い
と
言
わ
れ
、
９
月
中
旬

に
山
々
は
赤
や
黄
の
色
彩
に
彩
ら
れ
る
。

北海道の屋根

大雪山の旭岳　（気象庁 提供）

大雪山
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている火山。気象庁により噴火予報（平常）が発表中である（4月 8日現在）。

大雪山
たいせつざん

Vol. 30

北海道
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22  防災リーダーと地域の輪　第 19 回 

私たちは未来の防災戦士 
宮城県　気仙沼市立階上（はしかみ）中学校

3

CONTENTS

今回は防災担当大臣賞という
すばらしい賞をいただき、とてもうれしい気持
ちでいっぱいです。この作品で一番難しかった
のは、がけの崩れ落ちる感じを表現するところ
でした。
災害の予想をこえるおそろしさを絵にしまし
た。次に工夫した点は、メインの岩の顔です。
擬人化し、はく力が出るように自分の顔をかが
みでうつして描きました。私の描いたポスター
が多くの人に見てもらえるとうれしいです。小学５・６年生の部 

宮城県美里町立青生小学校６年 

結城 遥（ゆうき はるか）さん

第 29 回
防災ポスターコンクール
防災担当大臣賞

受賞者の声
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大
雨
に
よ
る
災
害

日
本
は
季
節
の
変
わ
り
目
に
梅
雨
前

線
や
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
、
し
ば
し
ば

大
雨
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
７
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
は
、
日
本
に
接
近
・
上
陸

す
る
台
風
も
多
く
な
り
ま
す
。
傾
斜
が

急
な
山
や
川
が
多
い
日
本
で
は
、
前
線

や
台
風
に
よ
っ
て
毎
年
の
よ
う
に
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
人
々

の
生
活
や
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

梅
雨
前
線
が
九
州
か
ら
本
州
付
近
に
停

滞
し
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け
て
大
雨

が
降
り
ま
し
た
。
特
に
、
島
根
県
、
山

口
県
、
秋
田
県
、
岩
手
県
等
で
記
録
的

な
豪
雨
と
な
り
、
家
屋
の
倒
壊
、
土
砂

災
害
な
ど
が
発
生
、
死
者
・
行
方
不
明

者
17
名
と
い
う
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
（
平
成
25
年
10
月
７
日
現
在
。
内
閣

府
「
梅
雨
期
に
お
け
る
大
雨
等
に
よ
る

被
害
状
況
に
つ
い
て
」）。

ま
た
、
10
月
に
は
大
型
で
強
い
勢
力

の
台
風
第
26
号
が
伊
豆
諸
島
北
部
を
通

過
、
東
京
都
大
島
町
で
は
、
狭
い
範
囲

に
猛
烈
な
雨
が
数
時
間
降
り
続
き
ま
し

た
。
こ
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
流

木
を
伴
う
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
、

死
者
・
行
方
不
明
者
が
39
名
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
（
平
成
25
年
11
月
25
日
現
在
。

内
閣
府
「
平
成
25
年
台
風
第
26
号
に
よ

る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」）。

大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を
守
る

大
雨
や
台
風
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
情
報
の
収
集
が
大
切
で
す
。
台
風

や
大
雨
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
く

ら
い
の
強
さ
で
発
生
す
る
か
、
あ
る
程

度
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
、
気
象
庁
は

そ
う
し
た
情
報
を
「
防
災
気
象
情
報
」

と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
最
新
の
防
災
気
象
情
報
を
収
集
す

る
よ
う
に
心
掛
け
、
時
間
を
追
っ
て
段

階
的
に
発
表
さ
れ
る
「
注
意
報
」
や
「
警

報
」
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
安
全

確
保
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
気
象
庁
は
警
報
や
注
意
報
に

先
立
ち
、「
大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報
」

や
「
台
風
に
関
す
る
気
象
情
報
」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー
ス

で
「
気
象
庁
で
は
大
雨
（
台
風
）
に
関

す
る
情
報
を
出
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け

て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
流
れ
た
ら
、
そ

の
後
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

日
頃
の
備
え

台
風
や
大
雨
の
備
え
と
し
て
、
強
い

風
や
雨
が
始
ま
る
前
に
し
て
お
く
べ
き

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
次
の
よ

う
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
救
急

薬
品
、
衣
類
、
非
常
用
食
品
、
飲

料
水
な
ど
、
非
常
持
ち
出
し
品
を

4

特集

昨年の夏は大雨や竜巻等による災害が発生し、全国各地で大きな被害をもたらしました。
今年もこれから風水害が多く発生する季節です。今まで被害がなかったからといって、油断は禁
物です。平常時にこそ、風水害が発生した時に何が必要か、どのように行動すべきかを考え、準備
することが大切です。日頃の備えを十分に行うことが、風水害の被害を抑えます。

平成 25 年 10 月、台風第 26 号によって
大きな被害を受けた東京都大島町（写真　アフロ）

風水害から
身を守る
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準
備
す
る

・
市
町
村
が
作
成
し
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
、
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
を
確
認
す
る

・
瓦
、
ア
ン
テ
ナ
、
雨
樋
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
容
器
な
ど
の
屋
外
設
置
物

が
、
風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
か
確

認
す
る

・
水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

に
、
側
溝
、
排
水
路
を
掃
除
す
る

避
難
の
時
の
注
意

市
町
村
か
ら
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
た
ら
、
安
全
な
ル
ー
ト
で

避
難
場
所
に
す
ぐ
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
危
険
な
場
所
に
い
る
場

合
、
避
難
に
時
間
が
か
か
る
場
合
は
、

早
め
に
自
主
的
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
大
雨
や
浸
水
の
中
で
の
避

難
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
に
転
落
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
危
険
で
困
難

で
す
。
無
理
に
避
難
す
る
よ
り
も
、
自

宅
の
高
い
階
に
避
難
し
た
り
、
そ
の
場

に
留
ま
っ
た
ほ
う
が
安
全
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
周
り
の
状
況
を
慎
重
に
判
断

し
て
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

局
地
的
大
雨
や
集
中
豪
雨
へ
の
注
意

最
近
は
、
ご
く
狭
い
範
囲
に
短
時
間

で
強
い
雨
が
降
る
「
局
地
的
大
雨
」
や

激
し
い
雨
が
数
時
間
に
わ
た
っ
て
降
り

続
く
「
集
中
豪
雨
」
な
ど
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
災
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
雨
は
狭
い
地
域
に
限
ら
れ
突

発
的
に
降
る
た
め
、
発
生
の
予
測
は
難

し
く
、突
然
状
況
が
変
わ
り
ま
す
。
特
に
、

屋
外
で
は
次
の
よ
う
な
場
所
は
、
急
激

に
水
が
流
れ
込
ん
だ
り
、
増
水
し
た
り

し
て
危
険
で
す
。
少
し
で
も
異
常
を
感

5

・担当職員の連絡態勢確立

・気象情報や雨量の状況を収集

・注意呼びかけ

・警戒すべき区域の巡回

・避難場所の準備・開設

・必要地域に避難準備
（要援護者避難）情報

・応急対応態勢確立

・必要地域に避難勧告

・避難呼びかけ

・特別警報が発表され非常に
危険な状況であることの住民
への周知

・警報の住民への周知

・必要地域に避難指示

・直ちに最善を尽くして身を守る
よう住民に呼びかけ

住民の行動大雨 気象庁が発表する情報

6

気象情報・空の変化に注意

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を

雨・風の影響を受けやすい地区・避難困難者は早めの行動！

• 気象情報や外の様子に注意
• 非常用品や避難場所、
避難ルートを確認

• 窓や雨戸など家の外の点検

自治体が発表する避難に関する

情報に注意し、必要に応じ速やか

に避難

避難場所へ避難するか、外出することが危険な場合は家の中

で安全な場所にとどまる

「住居の位置」や「住居の構造」、
「既に浸水が生じている状況なのか
否か」によって「自宅外避難」の必
要性は異なりますので、冷静な判断
が重要です。災害から命を守ること
ができる行動を考えておきましょう。

• 周りより低い場所など、
• 危険箇所を把握
• 避難場所や避難ルート
• を確かめておく

約１日程度前
大雨の可能性が
高くなる

半日～数時間前
大雨始まる

数時間前～
２時間程度前

強さ増す

大雨が一層激しくなる

広い範囲で数十年に
一度の大雨

土砂災害 浸水害 洪水害

注意・警戒の対象とする災害

大雨に関する気象情報

大雨に関する気象情報

大雨に関する気象情報

ただちに命を守る行動をとる！

Point

Point
市町村の対応

平成 20 年 7月、兵庫県神戸市灘区の都賀川が局地的大雨によって急激に増水。親水公園で水遊び
をしていた子どもたちなどが流され、５人が亡くなった。（写真提供：神戸市）

・土砂災害の危険度が非常に高まったときは、都道府県と共同で「土砂災害警戒情報」を発表します。
・防災上重要な河川については、国土交通省または都道府県と共同で「指定河川洪水予報」を発表します。
・数年に一度の猛烈な雨を観測した場合には　「記録的短時間大雨情報」を発表します。

各種防災気象情報のタイミングの例（出典　気象庁）

（10 分後）増水時増水直前
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じ
た
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
下
街
な
ど
の
地
下
施
設

・
住
居
の
地
下
室
、
地
下
ガ
レ
ー
ジ

・
道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

・
川
原
、
中
洲
、
親
水
公
園

・
下
水
道
管
、
用
水
路

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

大
雨
の
時
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
災
害
の
一
つ
が
、
土
砂
災
害
で
す
。

日
本
は
国
土
の
約
７
割
が
山
地
や
丘
陵

の
た
め
、
大
雨
、
台
風
、
地
震
等
に
よ
り

し
ば
し
ば
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
土

砂
災
害
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

１
．
が
け
崩
れ

斜
面
の
地
表
に
近
い
部
分
が
、
雨
水

の
浸
透
や
地
震
等
で
ゆ
る
み
、
突
然
崩

れ
落
ち
る
現
象

２
．
土
石
流

山
腹
や
川
底
の
石
、
土
砂
が
長
雨
や

集
中
豪
雨
等
に
よ
っ
て
、
一
気
に
下
流

へ
と
押
し
流
さ
れ
る
現
象

３
．
地
す
べ
り

斜
面
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
が
地
下

水
の
影
響
と
重
力
に
よ
っ
て
斜
面
下
方

に
移
動
す
る
現
象

全
国
で
こ
う
し
た
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
は
、
実
に

約
52
万
箇
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。
全
国
の

土
砂
災
害
の
発
生
は
、
年
平
均
約
１
０

０
０
件
に
達
し
ま
す
（http://w

w
w

.
m

lit.go.jp/river/bousai/saigai/pdf/
h25/h25_overview

.pdf

）。

土
砂
災
害
は
一
瞬
に
し
て
多
く
の
人

命
や
財
産
を
奪
う
危
険
な
災
害
で
、
し

か
も
予
測
の
難
し
い
災
害
で
す
。
土
砂

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

危
険
な
場
所
を
知
る

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
の
あ

る
地
区
は
、「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
」
も

し
く
は
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
砂
防

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
m

lit.go.jp/river/sabo/link_dosya_
kiken.htm

l

） 

や
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ

て
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ

う
。

雨
に
注
意

　
　
す
る

雨
が
降
り

出
し
た
ら

「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」

に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
土

砂
災
害
警
戒

情
報
は
土
砂

災
害
の
危

険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に
都
道
府
県
と

気
象
庁
が
共
同
で
発
表
し
ま
す
。
土
砂

災
害
警
戒
情
報
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

防
災
無
線
、
気
象
庁
や
各
都
道
府
県
の

砂
防
部
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も

確
認
で
き
ま
す
。
都
道
府
県
に
よ
っ
て

は
、
携
帯
電
話
等
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
を
自
動
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
と
気
象
庁
は
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
を
補
足
す
る
情
報

と
し
て
、
市
町
村
内
の
よ
り
詳
し
い

危
険
度
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か

る
「
土
砂
災
害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ

情
報
」（http://w

w
w

.jm
a.go.jp/jp/

dosham
esh/

）
等
を
提
供
し
て
お
り
、

各
都
道
府
県
と
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
は
、
市
町
村
で
は
、
土
砂
災
害

警
戒
区
等
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
メ
ッ
シ
ュ

情
報
で
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
領
域

に
対
し
て
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
が
検

討
さ
れ
ま
す
。

前
兆
現
象
を
知
る

土
砂
災
害
に
は
、
前
兆
現
象
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
兆
現
象
に
気

づ
い
た
ら
、
直
ぐ
に
周
囲
の
住
民
や
自

治
体
な
ど
に
連
絡
し
、
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

が
け
崩
れ
の
主
な
前
兆
現
象

・ 

が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・ 

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る

・ 

が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る

土
石
流
の
主
な
前
兆
現
象

・ 

山
鳴
り
が
す
る

・ 

急
に
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が
混
ざ

り
始
め
る

・ 

腐
っ
た
土
の
匂
い
が
す
る

地
す
べ
り
の
主
な
前
兆
現
象

・ 

地
面
が
ひ
び
割
れ
・
陥
没

・ 

が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

・ 

井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

竜
巻
に
よ
る
災
害

竜
巻
は
、
発
達
し
た
積
乱
雲
に
伴
う

強
い
上
昇
気
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
激

6

土砂災害警戒判定メッシュ情報の例
（新潟県の府県ページ）（出典　気象庁ＨＰ）
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し
い
渦
巻
き
で
す
。
そ
の
直
径
は
、
数

十
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
ぶ
も
の
も
あ
り
、
非
常
に
早
い
ス
ピ
ー

ド
で
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
っ

て
移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
竜
巻

は
、
台
風
や
寒
冷
前
線
、
低
気
圧
に
伴
っ

て
、
季
節
を
問
わ
ず
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
積
乱
雲
が
発
生

し
や
す
い
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
９
月
、
10

月
に
集
中
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
９
月
２
日
に
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
か
ら
茨
城
県
坂
東
市
に
か
け
て
竜

巻
が
発
生
し
、負
傷
者
67
名
、全
壊
13
棟
、

半
壊
38
棟
な
ど
、
埼
玉
県
越
谷
市
や
千

葉
県
野
田
市
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
被
害
の
範
囲
は

長
さ
19
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
で
し
た
（
平
成
25
年
10
月
７

日
現
在
。
内
閣
府
「
９
月
２
日
及
び
４

日
の
竜
巻
等
に
よ
る
被
害
状
況
等
に
つ

い
て
」）。

竜
巻
発
生
の
兆
し
を
知
る

気
象
庁
は
、
竜
巻
等
に
よ
る
激
し
い

突
風
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、「
竜
巻
注

意
情
報
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
竜
巻

注
意
情
報
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
自
治
体
の
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
等
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
気
象
庁
は
、「
竜
巻
が
今
に
も
発

生
す
る
（
ま
た
は
発
生
し
て
い
る
）
可

能
性
の
程
度
」
を
推
定
す
る
「
竜
巻
発

生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
竜
巻
等
が
発
生
し
や
す
い
地

域
の
詳
細
な
分
布
と
発
生
確
度
を
10
分

ご
と
に
更
新
・
提
供
し
て
い
ま
す
。
気

象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
携
帯
電

話
サ
イ
ト
で
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、
屋

外
で
活
動
す
る
際
の
利
用
も
可
能
で
す
。

特
に
、
建
設
現
場
、
人
が
大
勢
集
ま

る
野
外
イ
ベ
ン
ト
、
テ
ン
ト
の
使
用
や
、

子
ど
も
、
高
齢
者
を
含
む
野
外
活
動
な

ど
、
安
全
確
保
に
あ
る
程
度
の
時
間
を

要
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
気
象

情
報
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

竜
巻
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
て
き
た
ら
、

直
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
下

さ
い
。

竜
巻
が
発
生
す
る
兆
し

・
低
く
黒
い
雲
（
積
乱
雲
）
が
接

近
す
る

・
雷
鳴
や
雷
光
が
見
え
る

・
急
に
冷
た
い
風
が
吹
く

・
大
粒
の
雨
や
「
ひ
ょ
う
」
が
降

る

竜
巻
が
接
近
し
た
と
き
の
特
徴

・
黒
い
雲
の
底
が
漏
斗
状
に
垂
れ

下
が
る

・
物
や
ご
み
等
が
巻
き
上
げ
ら
れ

飛
ん
で
く
る

・
“
ゴ
ー
ッ
”
と
い
う
音
が
す
る

・（
気
圧
の
変
化
に
よ
り
）
耳
に
異

常
を
感
じ
る

竜
巻
が
接
近
し
た
と
き
の
退
避
行
動

竜
巻
の
恐
ろ
し
さ
は
、
巻
き
上
げ
ら

れ
た
物
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ん
で
く
る

こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
飛
散
物
の
直
撃

を
受
け
る
と
、
命
を
落
と
し
た
り
重
傷

を
負
っ
た
り
し
ま
す
。
竜
巻
が
接
近
し

た
と
き
は
次
の
退
避
行
動
を
と
っ
て
下

さ
い
。

屋
内
の
退
避
行
動

・
雨
戸
、
窓
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る

・
家
の
１
階
で
中
心
部
に
近
い
、
窓

の
な
い
部
屋
（
ト
イ
レ
等
）
や
地

下
室
に
避
難
す
る

・
浴
槽
や
机
の
下
な
ど
、
頑
丈
な
物

の
影
に
入
り
、
両
腕
で
頭
と
首
を

守
る

屋
外
の
退
避
行
動

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
等
の
頑
丈
な
屋

内
に
避
難
す
る

・
頑
丈
な
構
造
物
の
側
に
う
ず
く

ま
っ
た
り
、
側
溝
等
に
伏
せ
る

※
橋
や
陸
橋
の
下
、
車
庫
、
物
置
、

プ
レ
ハ
ブ
に
は
避
難
し
な
い

風
水
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の

備
え
が
大
切
で

す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
、
気
象
情
報

に
は
十
分
気
を
つ

け
、
雨
の
降
り
方

に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
自
治
体
が
準

備
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

目
を
通
し
、
家
族

と
の
連
絡
方
法
、

身
近
な
危
険
箇

所
、
安
全
な
避
難

場
所
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

7

竜巻が接近した時の退避行動

屋外の
退避行動

車庫や物置、プレハブを
退避場所にしない。

窓や、ドア、外壁から離
れる。
竜巻の移動速度はとても速く、
窓の側で竜巻を見続けるのは
大変危険。

(駆け込める屋内が無い場合は)

頑丈な構造物の側にうずく
まったり、側溝等に伏せる。コンクリート製等の頑丈

な屋内に駆け込む。

家の一階で中心部に近い、
窓のない部屋（トイレ等）や
地下室に駆け込む。

屋内の
退避行動

浴槽や机の下等の頑丈
な物の陰に入り、両腕で
頭と首を守る。

飛んできて、窓や壁を突き破る飛散物は大変危険です。
直ちに、屋内外で飛散物から身を守る退避行動をとりましょう！

（出典　内閣府・気象庁）
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内
閣
府
防
災
は
、
水
害
、
土
砂
災
害
、
高
潮
、

津
波
に
よ
る
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

に
市
町
村
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
等
の
指
針
と
な

る
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
や

地
方
公
共
団
体
、
国
の
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
い

て
全
面
的
な
見
直
し
を
実
施
し
、
４
月
８
日
、
都

道
府
県
を
通
じ
て
市
町
村
に
通
知
し
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
改
定
の
経
緯

「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
平
成
17
年
に
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
洪
水
や
土
砂
災
害
に
お
い

て
、
避
難
行
動
の
問
題
や
避
難
の
遅
れ
等
に
よ

り
、
依
然
と
し
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
た
こ

と
や
、
東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
を
受
け
て
、
平

成
25
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
住
民

等
の
円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
の
確
保
に
関
わ
る
事

項
が
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
の
提
供
、
指
定
河
川
洪
水
予
報
の
見
直
し
、
気

象
警
報
等
の
市
町
村
単
位
で
の
発
表
、
特
別
警
報

の
運
用
開
始
な
ど
、
防
災
気
象
情
報
の
改
善
や
新

た
な
情
報
の
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
通
り
で
す
。

（
１
）�「
避
難�

」
に
関
す
る

考
え
方
を
あ
ら
た
め
て
整
理

○
避
難
は
、「
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
行
動
」

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
定
義
し
た

○
従
来
の
避
難
所
へ
の
避
難
だ
け
で
は
な
く
、
家

屋
内
に
留
ま
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
も

「
避
難
行
動
」
の
一
つ
と
し
た

・
立
ち
退
き
避
難
…
指
定
避
難
場
所
や
近
隣

の
高
い
建
物
等
の
安
全
な
場
所
へ
移
動
す

る
避
難
行
動

・
屋
内
安
全
確
保
…
屋
内
に
留
ま
る
安
全
確

保
行
動

○
災
害
種
別
毎
に
、
命
を
脅
か
す
危
険
性
が
あ
る

事
象
、
立
ち
退
き
避
難
が
必
要
な
区
域
の
考
え

方
を
示
し
た
（
図
１
「
水
害
の
対
象
区
域
と
避

難
行
動
の
例
」）

・
水
害
…
大
き
な
河
川
の
堤
防
沿
い
、
山
間

部
の
川
の
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
の
川
岸
、

浸
水
深
が
深
い
と
こ
ろ
（
平
屋
家
屋
で
床

上
浸
水
、
２
階
建
て
で
２
階
以
上
等
）、

地
下
・
半
地
下
部
分
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
よ
う
に
浸
水
が
長
期
間
継
続
す
る
と

こ
ろ

・
土
砂
災
害
…
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土
砂

災
害
危
険
区
域
等

・
高
潮
災
害
…
高
潮
に
よ
り
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
と
こ
ろ

・
津
波
災
害
…
津
波
が
到
達
す
る
範
囲
全
て

○
市
町
村
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
等
は
、
空
振
り

を
お
そ
れ
ず
、
早
め
に
出
す
こ
と
を
基
本
と
し

た
・
避
難
が
必
要
な
状
況
が
夜
間
・
早
朝
と
な

る
場
合
に
「
避
難
準
備
情
報
」
を
発
令

（
２
）�

避
難
勧
告
等
の�

判
断
基
準
を

わ
か
り
や
す
く
設
定

○
避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
を
可
能
な
限
り
定
量

的
か
つ
わ
か
り
や
す
い
指
標
で
示
し
、
判
断
の

た
め
に
参
照
す
る
情
報
を
具
体
的
に
示
し
た

（
図
２
）（
図
３
）

【
避
難
勧
告
の
判
断
基
準
の
設
定
例
】

　

水
害
…
は
ん
濫
危
険
水
位
に
到
達　

等

　

土
砂
災
害
…�

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表���

等

　

高
潮
災
害
…�

高
潮
警
報
の
発
表　

等

　

�（
津
波
災
害
は
警
報
等
が
出
れ
ば
全
て
避

8

防災の動き
Disaster Management News

避難勧告等の判断・伝達
マニュアル作成ガイドライン
（案）について

浸水深が浅い

浸水深が深い

避難勧告等の
対象区域

・市町村は、水害の可能性のある範囲全体を対象に避難勧告等を発令する。
・各人は、洪水ハザードマップを基に、立ち退き避難が必要な場所なのか、上階への移動等の屋内安全確保で命の危険を
　脅かされる可能性がない場所なのかをあらかじめ確認・認識し、避難行動をとる。

立ち退き避難

立ち退き避難

立ち退き避難

屋内安全確保

屋内安全確保
屋内安全確保

図１　河川において避難勧告等の対象とする区域と避難行動について
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難
指
示
）

【
参
照
す
る
情
報
】

　

気
象
情
報
…�

防
災
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

（
気
象
庁
）

　

河
川
の
水
位
等
…�

川
の
防
災

情
報
（
国

土
交
通
省
）

　

等

○
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
の
設
定

や
防
災
体
制
に
入
っ
た
段
階
で
の

防
災
気
象
情
報
の
分
析
に
つ
い
て
、

助
言
を
求
め
る
相
手
を
明
確
に
し

た【
助
言
を
求
め
る
相
手
】

　

管
区
・
地
方
気
象
台
、
国
土

交
通
省
河
川
事
務
所
等
、
都

道
府
県
の
県
土
整
備
事
務
所

等

（
３
）�

市
町
村
の�

防
災
体
制
の

考
え
方
を
例
示

○
市
町
村
の
防
災
体
制
の
移
行
段
階

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
例

を
示
し
た

【
防
災
気
象
情
報
と
防
災
体
制
の
例
（
土
砂

災
害
の
場
合
）】

　

大
雨
注
意
報
…�

連
絡
要
員
を
配
置
し
、
気

象
状
況
を
見
守
る
体
制

　

大
雨
警
報
…�

首
長
等
が
登
庁
し
、
避
難
勧

告
の
発
令
が
判
断
で
き
る
体

制

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
…�

防
災
対
応
の
全
職

員
が
登
庁　

等

（
４
）�

住
民�

が
避
難
行
動
を

認
識
し
て
も
ら
う
仕
組
を
提
案

○
住
民
は
、
自
宅
等
に
ど
の
災
害
の
リ
ス
ク
が
あ

り
、
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
な
避
難
行
動

を
す
べ
き
か
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
認

識
し
て
も
ら
う
た
め

の
仕
組
み
を
提
案
し

た・�

災
害
・
避
難
カ
ー

ド
（
建
物
毎
に
避

難
が
必
要
と
な
る

災
害
と
避
難
方
法

を
記
し
て
お
く

カ
ー
ド
）（
図
４
）

３
．
今
後
の
予
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
試
行
し
ま

す
が
、
避
難
勧
告
等

の
基
準
を
検
討
す
る
に
は
防
災
関
係
機
関
と
の
調

整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、市
町
村
に
対
し
て
、

１
～
２
年
を
目
処
に
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
試
行
期
間
を
経
た
後
、
運
用

実
態
等
を
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
案
）
を
修
正
す
る
予
定
で
す
。

避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）（
平
成
26
年
度
）http://w

w
w
.bousai.go.jp/

oukyu/hinankankoku/guideline/guideline_2014�
.htm

l

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

調
査
・
企
画
担
当

9

注意期間・警戒期間を視覚的に
確認することができる。

河川流域毎に流
域平均雨量の１
時間雨量が図で
確認できる。

注意期間・警戒期間を視覚的に
確認することができる。

河川流域毎に流
域平均雨量の１
時間雨量が図で
確認できる。

図４　災害・避難カードの記載イメージ： 
○○市○○町○○丁目○番○号

図２　防災情報提供システムの表示例（注意報・警報等）図３　川の防災情報の表示例（流域平均雨量）

災害 避難行動 注視する情報 危険な状況

Ａ川 自宅２階 ○○観測所雨量 ○○ｍｍ

Ｂ川 ○○避難場所 ○○水位観測所 ○．○ｍ

土砂災害 無し

津波 無し

高潮 無し
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平
成
25
年
６
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
市
町
村
内
の
一
定
の
地
区
の
居
住

者
及
び
事
業
者
に
よ
る
自
発
的
な
防
災
活
動
に
関

す
る
「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。内

閣
府
は
、
地
区
居
住
者
等
が
地
区
防
災
計
画

を
作
成
す
る
た
め
の
手
順
や
方
法
、「
計
画
提
案
」

す
る
際
の
手
続
等
を
説
明
し
た
「
地
区
防
災
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

１　

地
区
防
災
計
画
制
度
の
創
設

我
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
首
都
直
下
地

震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
、

防
災
計
画
と
し
て
は
国
レ
ベ
ル
の
総
合
的
か
つ
長

期
的
な
計
画
で
あ
る
「
防
災
基
本
計
画
」
と
、
地

方
レ
ベ
ル
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
「
地
域
防

災
計
画
」
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
防
災

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
（
図
表
１
参
照
）。

し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
、
自
助
、
共
助
及
び
公
助
が
う
ま
く
か
み

あ
わ
な
い
と
大
規
模
広
域
災
害
後
の
災
害
対
策
が

う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
、自
助
・

共
助
に
よ
る
防
災
活
動
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
平
成
25
年
６
月
の
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
は
、
自
助
及
び
共
助
に

関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
に
よ
る
防
災
活

動
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
市
町
村
内
の
一
定
の

地
区
の
居
住
者
及
び
事
業
者
（
地
区
居
住
者
等
）

が
行
う
自
発
的
な
防
災
活
動
に
関
す
る
「
地
区
防

災
計
画
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
制
度
は
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
（
図

表
２
参
照
）。
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防災の動き
Disaster Management News

地区防災計画ガイドライン
について

図表１　防災計画の体系
（内閣府（2014）「地区防災計画ガイドライン」より）

図表２　地区防災計画制度の全体像
（内閣府（2014）「地区防災計画ガイドライン」より）

地区居住者等
（住民、事業者）

国

市区町村

・計画提案を踏まえ、市町村
地域防災計画に地区防災計画
を定める必要があるか判断
・必要があると判断した場
合、市町村地域防災計画に
地区防災計画を規定

・ガイドライン改訂、優良事
例に関する情報の提供等

・地区防災計画の素案
作成
・計画提案

都道府県

・制度の普及促進、計画の策
定状況の取りまとめ等

・中央防災会議 ：防災基本計画

・指定行政機関・指定公共機関：防災業務計画

・都道府県・市町村防災会議 ：地域防災計画

・市町村の居住者・事業者 ：地区防災計画

防災計画－計画的防災対策の整備・推進
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２　

地
区
防
災
計
画
制
度
の
特
徴

「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
の
特
徴
は
、
①
地
区

居
住
者
等
を
主
体
と
し
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
計

画
で
あ
る
ほ
か
、
②
地
域
の
こ
と
に
詳
し
い
地
区

居
住
者
等
が
作
成
す
る
「
地
区
の
特
性
に
応
じ
た

計
画
」
で
あ
り
、
③
計
画
を
作
成
す
る
だ
け
で
な

く
、
計
画
に
基
づ
く
防
災
活
動
が
実
際
に
実
践
さ

れ
、
定
期
的
な
評
価
や
見
直
し
が
行
わ
れ
、
そ
の

活
動
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
（
継
続
性
）

を
重
視
し
て
い
ま
す
（
図
表
３
参
照
）。

３　

計
画�

提
案
制
度
の
採
用

「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
で
は
、
住
民
参
加
に

よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
、

地
区
居
住
者
等
に
よ
る
計
画
提
案
の
仕
組
み
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
区
防
災
計
画
を
定
め
る
方
法

と
し
て
、
①
市
町
村
の
判
断
で
地
区
防
災
計
画
を

市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か

に
、
②
地
区
居
住
者
等
が
、
市
町
村
防
災
会
議
に

対
し
て
地
区
防
災
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
②

が
「
計
画
提
案
」
で
す
。
な
お
、
市
町
村
防
災
会

議
に
は
、
計
画
提
案
に
対
す
る
応
諾
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表
４
参
照
）。
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図表３　地区防災計画制度の特徴
（内閣府（2014）「地区防災計画ガイドライン」概要より）

市町村地域防災計画

地域防災計画への

盛り込みの要否を判断
・提案書に不備はないか

・活動の実体はあるか

・地区の理解は得られているか

・行政との連携は可能か

など

地区防災計画（案）

市町村防災会議

提案

盛り込み

地区防災計画は、地区居住者等により自発的に行われる防災活動に関する計画であり、地区居住者等の意向が強く反

映されるボトムアップ型の計画です。また、地区居住者等による計画提案制度が採用されていることもボトムアップ型

の一つの要素です。

地域コミュニティ主体のボトムアップ型の計画

地区防災計画は、都市部のような人口密集地、郊外、海側、山側、豪雪地帯、島嶼部等あらゆる地区を対象にしてお

り、各地区の特性（自然特性・社会特性）や想定される災害等に応じて、多様な形態をとることができるように設計さ

れており、計画の作成主体、防災活動の主体、防災活動の対象である地域コミュニティ（地区）の範囲、計画の内容等は

地区の特性に応じて、自由に決めることができます。

地区防災計画については、単に計画を作成するだけでなく、計画に基づく防災活動を実践し、その活動が形骸化しな

いように評価や見直しを行い、継続することが重要です。

継続的に地域防災力を向上させる計画

地区の特性に応じた計画

図表４　計画提案のイメージ
（内閣府（2014）「地区防災計画ガイドライン」より）
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４　

地
区
防
災
計
画

　
　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
は
、
平
成
26
年
４
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
内
閣

府
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
地
区

居
住
者
等
に
よ
る
計
画
作
成
等
の
促
進
を
目
的
と

し
た
「
地
区
防
災
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
ま
し
た
（
図
表
５
参
照
）。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
地
区
防
災

計
画
の
作
成
を
検
討
し
て
い
る
地
区
居
住
者
等

が
、
地
区
防
災
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
手
順
や

方
法
、「
計
画
提
案
」
の
手
続
等
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
ま
す
。

「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
で
は
、
地
区
の
特
性

に
応
じ
て
、
自
由
な
内
容
で
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
地
区
の
過
去
の
災
害
事
例
を

踏
ま
え
、
想
定
さ
れ
る
災
害
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
活
動
主
体
の
目
的
や
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
、

地
区
の
特
性
に
応
じ
た
項
目
を
計
画
に
盛
り
込
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
平
常
時
、
発
災
直
前
、
災
害
時
、
復
旧
・

復
興
期
の
各
段
階
で
想
定
さ
れ
る
防
災
活
動
を
整

理
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、行
政
関
係
者
、

学
識
経
験
者
等
の
専
門
家
の
ほ
か
、
消
防
団
、
各

種
地
域
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
が
重

要
に
な
り
ま
す
（
図
表
６
参
照
）。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン

バ
ー
が
協
力
し
て
防
災
活
動
体
制
を
構
築
し
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
を
意
識
し
つ
つ
、

平
常
時
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
・
活
性
化

す
る
た
め
の
活
動
、
地
域
で
大
切
な
こ
と
や
災
害

12

防災の動き
Disaster Management News

図表５　ガイドライン各章の主な内容

図表６　防災活動の例
（内閣府（2014）「地区防災計画ガイドライン」より）

①平常時 ②発災直前 ③災害時 ④復旧・復興期
・�防災訓練、避難訓練（情報収集・
共有・伝達訓練を含む）
・�活動体制の整備
・�連絡体制の整備
・�防災マップ作成
・�避難路の確認
・�指定緊急避難場所、指定避難
所等の確認
・�要配慮者の保護等地域で大切
なことの整理
・�食料等の備蓄
・�救助技術の取得
・�防災教育等の普及啓発活動

・�情報収集・共有・伝達
・�連絡体制の整備
・�状況把握 ( 見回り・住民の所
在確認等）

・�防災気象情報の確認
・�避難判断、避難行動等

・�身の安全の確保
・�出火防止、初期消火
・�住民間の助け合い
・�救出及び救助
・�率先避難、避難誘導、避難の
支援

・�情報収集・共有・伝達
・�物資の仕分け・炊き出し
・�避難所運営、在宅避難者への
支援

・�被災者に対する地域コミュニ
ティ全体での支援

・�行政関係者、学識経験者等が
連携し、地域の理解を得て速
やかな復旧・復興活動を促進

・消防団、各種地域団体、ボランティア等との連携

東日本大震災で

は、地震・津波に

よって市町村の行政

機能が麻痺し、地域

住民自身による自

助、地域コミュニ

ティにおける共助が

重要な役割を果たし

たことから、自助・

共助の役割の重要性

が高まっている。

①地域コミュニティ主体の

ボトムアップ型の計画

②地区の特性に応じた

計画

③継続的に地域防災力を

向上させる計画

地区の特性に応じ、自由

な内容で計画を作成。

平常時、発災直前、災害

時、復旧・復興期の各段階

の防災活動を整理し、専門

家、消防団、各種地域団

体、ボランティア等との連携

が重要。

地区防災計画を規定す

る方法は、

①市町村防災会議が、地

区居住者等の意向を踏

まえ規定する方法、

②地区居住者等が、計画

の素案を作成して、計画

提案を行い、それを受け

て規定する方法

がある。

災害時に計画に沿って

防災活動を実践できるよ

うに、毎年防災訓練を行う

ことが重要。

また、訓練結果の検証

を行い、活動を改善すると

ともに、PDCAサイクルに

従って、定期的に計画の

見直しを行うことが望まれ

る。

第１章
制度の背景

第２章
計画の基本的考え方

第３章
計画の内容

第４章
計画提案の手続

第５章
実践と検証

ガイドライン各章の主な内容
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時
に
そ
の
大
切
な
こ
と
を
妨
げ
る
原
因
等
に
つ
い

て
整
理
し
、「
災
害
時
に
、
誰
が
、
何
を
、
ど
れ

だ
け
、
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
」
等
に
つ
い
て
地

区
防
災
計
画
に
規
定
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
（
図
表
７
参
照
）。

さ
ら
に
、
地
区
居
住
者
等
が
、
災
害
時
に
実
際

に
地
区
防
災
計
画
に
規
定
さ
れ
た
防
災
活
動
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
市
町

村
等
と
連
携
し
て
、
毎
年

防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
防
災
訓
練

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
専

門
家
も
交
え
て
検
証
を
行

い
、
地
区
居
住
者
等
が
、

そ
の
課
題
を
把
握
し
、
活

動
を
改
善
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

そ
し
て
、
防
災
訓
練
の

検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

従
っ
て
、
毎
年
の
市
町
村

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

と
連
動
す
る
形
で
、
地
区

居
住
者
等
が
計
画
の
見
直

し
案
を
提
案
す
る
等
定
期

的
に
地
区
防
災
計
画
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

５　

最
後
に

発
災
時
に
、
地
区
居
住

者
等
が
、「
地
区
防
災
計

画
制
度
」
を
活
用
し
て
、
行
政
と
連
携
し
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
効
果
的
な
防
災
活
動
を

実
施
で
き
る
こ
と
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
ほ
か
、
平
常
時
・
災
害
時
等
を
通
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
住
民
の
生
活
や
事
業

者
の
活
動
等
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
①

人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
②
お
互
い
様
の
意
識

（
規
範
・
互
酬
性
）、
③
相
互
の
信
頼
関
係
等
が

構
築
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
共
助
に
よ
る
活

動
が
盛
ん
で
あ
り
、
防
災
や
復
興
に
も
良
い
影

響
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
要
素
を
中
心
と
し
て
、
社
会
的
な
効
率
性
を

高
め
る
も
の
と
し
て
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
頃
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い

て
効
果
的
な
防
災
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
共
助
に

よ
る
活
動
が
活
発
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
地
区
防
災
計
画
制
度
が
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
を
通
し
て
、
地
区
の
実

情
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
ま
ち
づ
く
り
や
被
害
想

定
に
基
づ
く
ま
ち
の
復
興
を
事
前
に
考
え
て
お
く

こ
と
（
事
前
復
興
）
等
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

〈
地
区
防
災
計
画
制
度
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
御
覧
く
だ
さ
い
〉

　�http://w
w
w
.chikubousai.go.jp/guidline.pdf

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
普
及
啓
発
・
連
携
担
当
参
事
官
室

　
西
澤
雅
道
・
筒
井
智
士
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図表７　地域コミュニティを維持するためのプロセス
（内閣府（2014）「地区防災計画ガイドライン」より）

どんな災害があるんだろう

この辺りって災害に強いのかな

行政では何をやってもらえるのかな

みんなで何ができるかな

自分では何をやるべきかな

平常時 災害時

活動を発展させよう
○ 行政と連携しよう

○ 地域の活動と連携しよう

○ 他の組織と話し合おう

○ 取組を発信しよう

災害時の力を高めよう
○ 事前に対策をしよう

○ 教育・訓練をしよう

○ 中身を見直そう

地区防災計画（案）
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南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
発
生
す
る
地
震
に
対
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
東
海
地
震
と
東
南
海
・

南
海
地
震
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
東
海
地
震
対

策
大
綱
」、「
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
大
綱
」
等

の
諸
計
画
を
策
定
し
、
個
別
に
対
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
新
の
科
学
的
知
見

を
踏
ま
え
、
①
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
東
海
、
東
南

海
、
南
海
地
震
の
同
時
発
生
を
想
定
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
②
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
科
学

的
に
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
地
震
・
津
波
を
想

定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
政
府
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

24
年
８
月
お
よ
び
平
成
25
年
３
月
に
被
害
想
定
等

を
公
表
し
た
ほ
か
、
平
成
25
年
５
月
に
は
具
体
的

な
対
策
を
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
に
つ
い

て
（
最
終
報
告
）」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
11
月
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る

災
害
か
ら
国
民
の
生
命
や
財
産
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震

防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下

「
南
海
ト
ラ
フ
法
」
と
い
い
ま
す
。）
が
議
員
立
法

に
よ
り
改
正
・
成
立
し
、
同
年
12
月
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
南
海
ト
ラ
フ
法
に
基
づ
い
て
、
政
府
は
、

平
成
26
年
３
月
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
域
や
津
波

高
３
ｍ
以
上
で
海
岸
堤
防
が
低
い
地
域
等
を
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
と
し
て
指

定
（
１
都
２
府
26
県
７
０
７
市
町
村
）
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
う
ち
、
津
波
に
よ
り
30

㎝
以
上
の
浸
水
が
地
震
発
生
か
ら
30
分
以
内
に
生

じ
る
地
域
等
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
避
難

対
策
特
別
強
化
地
域
」（
以
下
「
特
別
強
化
地
域
」

と
い
い
ま
す
。）
と
し
て
指
定
（
１

都
13
県
１
３
９
市
町
村
）
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
特
別
強
化
地
域

に
お
い
て
は
津
波
か
ら
の
避
難

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
避

難
場
所
及
び
避
難
経
路
の
整
備

や
、
集
団
移
転
促
進
事
業
等
に
つ

い
て
、
国
の
負
担
割
合
の
嵩
上
げ

や
許
可
要
件
の
緩
和
等
の
特
例

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
は
、
国
の
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
対
す
る
基
本
的
方
針
や
施
策
等
を
定

め
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計

画
」（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
い
ま
す
。）
を
中

央
防
災
会
議
に
お
い
て
決
定
し
ま
し
た
。
基
本
計

画
（
※
）
で
は
、
超
広
域
に
わ
た
り
強
い
揺
れ
と

巨
大
な
津
波
が
発
生
す
る
こ
と
、
避
難
を
必
要
と

す
る
津
波
の
到
達
時
間
が
数
分
と
い
う
極
め
て
短

い
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
の
被
害
は
甚
大
と

な
る
こ
と
等
と
い
っ
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
特
徴

を
踏
ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
の
基
本

的
な
方
針
を
、
国
、
公
共
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、

事
業
者
、
住
民
な
ど
様
々
な
主
体
が
連
携
し
、
計

画
的
か
つ
速
や
か
に
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
総
合
的
な
防
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
う
え
で
今
後
10
年
間
で
達
成
す
べ
き
減
災

目
標
と
し
て
、
死
者
数
を
概
ね
８
割
、
建
物
被
害

を
概
ね
５
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
る
と
と
も

に
、
具
体
的
な
施
策
、
そ
の
施
策
の
目
標
及
び
達

成
期
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
基
本
計
画
の
ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
関

連
の
資
料
等
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.bousai.go.jp/jishin/nankai/index.htm

l

）

に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体

等
に
お
い
て
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
計
画
」
及
び
「
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画
」

が
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
間
の
施
設
管
理
者

等
に
お
い
て「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
計
画
」

が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
閣
府
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
が
速
や
か
に
作
成
さ
れ

る
よ
う
、
必
要
な
助
言
な
ど
の
支
援
や
本
計
画
の

適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
な
ど
、
国
、
公
共
機
関
、
地
方

公
共
団
体
、
事
業
者
、
住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ

た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
防
災
計
画
担
当
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防災の動き
Disaster Management News

南海トラフ地震防災対策の
推進について
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首
都
地
域
は
、
政
治
中
枢
や
行
政
中
枢
、
経

済
中
枢
と
い
っ
た
首
都
中
枢
機
能
が
極
め

て
高
度
に
集
積
し
、
か
つ
人
口
や
建
築
物
が
密
集

し
て
お
り
、
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

災
害
応
急
対
策
に
不
可
欠
な
政
治
・
行
政
中
枢
機

能
や
、
我
が
国
に
お
け
る
経
済
中
枢
機
能
な
ど
の

首
都
中
枢
機
能
の
継
続
性
の
確
保
が
課
題
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
人
的
・
物
的
被
害
や
経
済
被
害
は

甚
大
な
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、そ
の
軽
減
は
、

我
が
国
の
存
亡
に
関
わ
る
喫
緊
の
課
題
で
す
。

政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
最
新

の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
見
直
し
た
首
都
直
下
地

震
の
被
害
想
定
及
び
対
策
を
平
成
25
年
12
月
に
公

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
11
月
に
、
首
都
直
下

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
首
都
中
枢
機
能

の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
首
都
直
下
地
震
に
よ

る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
議
員
立
法
に
よ
り

首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、

同
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
政
府
は
、
平
成
26
年

３
月
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
域
や
津
波
高
３
ｍ
以

上
で
海
岸
堤
防
が
低
い
地
域
等
を
「
首
都
直
下
地

震
緊
急
対
策
区
域
」
と
し
て
指
定
（
１
都
９
県
３

１
０
市
区
町
村
）
す
る
と
と
も
に
、「
首
都
直
下

地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画
」（
以
下
、
基
本

計
画
と
い
い
ま
す
。）
及
び
「
行
政
中
枢
機
能
の

維
持
に
係
る
緊
急
対
策
実
施
計
画
」
と
し
て
「
政

府
業
務
継
続
計
画
（
首
都
直
下
地
震
対
策
）」
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。 

首
都
直
下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画（
※
）

は
、
首
都
直
下
地
震
対
策
の
基
本
的
な
方
針
と
し

て
主
に
以
下
の
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

・
首
都
中
枢
機
関
の
業
務
継
続
体
制
の
構
築
と
そ

れ
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
及
び
イ
ン
フ
ラ
の

維
持

・
あ
ら
ゆ
る
対
策
の
大
前
提
と
し
て
の
耐
震
化
と

火
災
対
策
、
深
刻
な
道
路
交
通
麻
痺
対
策
、
膨

大
な
数
の
避
難
者
・
帰
宅
困
難
者
対
策
等

・
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
員
が
連
携
し
た「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
に
よ
る
社
会
全
体
で
の
首
都

直
下
地
震
対
策
の
推
進

・
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
に
向
け
た
対
応

政
府
業
務
継
続
計
画
（
首
都
直
下
地
震
対
策
）

（
※
）
は
、
首
都
直
下
地
震
発
生
時
に
、
首
都
中

枢
機
能
の
維
持
を
図
り
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、
発
災

時
に
お
い
て
も
政
府
と
し
て
維
持
す
べ
き
必
須

機
能
を
定
め
、
こ
れ
に
該
当
す
る
中
央
省
庁
の
非

常
時
優
先
業
務
を

円
滑
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
一
週
間
外
部

か
ら
庁
舎
へ
の
補

給
な
し
で
、
職
員

が
交
代
で
非
常
時

優
先
業
務
を
実
施

で
き
る
体
制
を
目

指
し
、
執
行
体
制
、

執
務
環
境
等
を
確

保
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

（
※
）
基
本
計
画
及
び
政
府
業
務
継
続
計
画
の
ほ
か
、

首
都
直
下
地
震
関
連
の
資
料
等
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.bousai.go.jp/jishin/syuto/

index.htm
l

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
、「
首
都
中
枢
機
能
維
持
基
盤
整
備
等

計
画
」、「
地
方
緊
急
対
策
実
施
計
画
」
及
び
「
特

定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画
」
が
作
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
内
閣
府
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
計
画
が
速
や
か
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な

助
言
な
ど
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
基
本
計
画

に
基
づ
く
地
震
防
災
戦
略
を
別
途
定
め
、
定
量

的
な
目
標
等
を
示
す
予
定
と
し
て
お
り
、
基
本
計

画
や
地
震
防
災
戦
略
の
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
首
都
直
下
地
震
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
を
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し

て
実
施
し
、
災
害
応
急
体
制
を
構
築
し
て
お
く
な

ど
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
首
都
直
下
地
震
対
策
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。政

府
の
業
務
継
続
体
制
に
つ
い
て

は
、
各
省
庁
に
お
い
て
、
政
府
業
務

継
続
計
画
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

省
庁
業
務
継
続
計
画
を
改
定
す
る
な

ど
に
よ
り
、
業
務
継
続
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

防
災
計
画
担
当
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首都直下地震対策の
推進について

防災の動き
Disaster Management News

首都直下地震緊急対策区域の指定

○震度６弱以上の地域
○津波高３ｍ以上で海岸堤防が低い地域
○防災体制の確保、過去の被災履歴への配慮

指定基準案の概要

緊急対策区域の
指定地域
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我
が
国
で
は
、
各
地
で
水
害
が
起
き
て
き
ま
し
た
が
、
被
災

し
た
市
町
村
の
経
験
や
課
題
が
そ
の
他
の
市
町
村
に
お
い

て
、
十
分
共
有
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

「
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」
と
は
、
平
成
14
年
以
降
に
大
き
な
水
害
を

受
け
た
４
つ
の
自
治
体
（
新
潟
県
三
条
市
、
見
附
市
、
福
井
県

福
井
市
、
兵
庫
県
豊
岡
市
）
が
中
心
と
な
り
、
全
国
の
水
害
被

災
地
の
市
区
町
村
長
が
被
災
時
の
経
験
や
反
省
、
防
災
へ
の
提

言
な
ど
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
交
換
を
行
う
と
い
う
主
体
的
な

取
組
で
す
。
平
成
17
年
よ
り
開
催
さ
れ
、
平
成
19
年
に
は
、
こ

う
し
た
市
区
町
村
長
や
職
員
の
失
敗
経
験
や
反
省
に
学
ん
だ
教

訓
を
自
治
体
の
視
点
か
ら
集
約
し
た
「
防
災
・
減
災
・
復
旧　

被
災
地
か
ら
お
く
る
ノ
ウ
ハ
ウ
集
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
こ
の
冊
子
の
改
訂
版
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」
の
代
表
市
長
の
皆
様
が
古
屋
防
災
担
当
大
臣

を
来
訪
さ
れ
、
概
略
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
改
訂
版

は
、
序
論
と
し

て
、
災
害
時
に
自

治
体
ト
ッ
プ
が
な

す
べ
き
こ
と
11
か

条
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
以
下
に
そ
の

内
容
を
紹
介
し
ま

す
が
、
い
ず
れ
も

被
災
現
場
で
困
難

に
直
面
し
た
自
治

体
の
方
々
の「
生
」

の
教
訓
が
感
じ
ら

れ
る
、
貴
重
な
示

唆
に
富
ん
だ
も
の

と
な
っ
て
い
ま

す
。

災害時に自治体トップがなすべきことは……
1.	 「命を守る」ということを最優先し、避難勧告を躊躇してはならない。	

2.	 判断の遅れは命取りになる。何よりもまず、トップとして判断を早くすること。	

3.	 人は逃げないものであることを知っておくこと。人間の心には、自分に迫りくる危険を過小に評価して心の平穏を保とうとす
る強い働きがある。災害の実態においても、心理学の実態においても、人は逃げ遅れている。避難勧告のタイミングはもちろ
ん重要だが、危険情報を随時流し、緊迫感をもった言葉で語る等、逃げない傾向を持つ人を逃げる気にさせる技を身につける
ことはもっと重要である。	

4.	 ボランティアセンターをすぐに立ち上げること。ボランティアは単なる労働力ではない。ボランティアが入ってくることで、
被災者も勇気づけられる、町が明るくなる。

5.	 トップはマスコミ等を通じてできる限り住民の前に姿を見せ、「市役所（町村役場）も全力をあげている」ことを伝え、被災者
を励ますこと。自衛隊や消防の応援隊がやってきたこと等をいち早く伝えることで住民が平静さを取り戻すこともある。住民
はトップを見ている。

6.	 住民の苦しみや悲しみを理解し、トップはよく理解していることを伝えること。苦しみと悲しみの共有は被災者の心を慰める
とともに、連帯感を強め、復旧のばねになる。	

7.	 記者会見を毎日定時に行い、情報を出し続けること。情報を隠さないこと。マスコミは時として厄介であるし、仕事の邪魔に
なることもあるが、情報発信は支援の獲得につながる。明るいニュースは、住民を勇気づける。

8.	 大量のごみが出てくる。広い仮置き場をすぐに手配すること。畳、家電製品、タイヤ等、市民に極力分別を求めること（事後
の処理が早く済む）。

9.	 お金のことは後で何とかなる。住民を救うために必要なことは果敢に実行すべきである。とりわけ災害発生直後には、職員に
対して「お金のことは心配するな。市長（町村長）が何とかする。やるべきことはすべてやれ」と見えを切ることも必要。

10.	忙しくても視察は嫌がらずに受け入れること。現場を見た人たちは必ず味方になってくれる。

11.	応援・救援に来てくれた人々へ感謝の言葉を伝え続けること。職員も被災者である。職員とその家族への感謝も伝えること。

出典「防災・減災・復旧　被災地からおくるノウハウ集」（改訂版）
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「水害サミット」代表の皆様が
古屋防災担当大臣を来訪

古屋大臣と来訪された「水害サミット」代表の皆様
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２
０
１
５
年
３
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
第

３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
に
向
け
た
、
国
連
・
国
・

地
元
に
お
け
る
現
在
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

本
年
３
月
、
国
連
で
は
全
世
界
５
地
域
か
ら

各
２
カ
国
、
さ
ら
に
開
催
国
で
あ
る
日
本
を
加

え
、
計
11
ヵ
国
か
ら
な
る
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
幹
事
国

会
合
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
以
後
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
お
い
て
世
界
会
議
の
構
成
や
兵
庫
行
動
枠

組
（H

yogo Fram
ew

ork for Action: H
FA

）
の

後
継
枠
組
の
策
定
手
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
学
識
経
験
者
、
防
災
関
係
機
関
、

仙
台
市
、
東
北
４
県
等
の
委
員

で
構
成
さ
れ
る
、
第
３
回
国
連

防
災
世
界
会
議
に
係
る
国
内
準

備
会
合
を
立
ち
上
げ
、
①
ポ
ス

ト
兵
庫
行
動
枠
組
の
策
定
に
向

け
た
我
が
国
の
提
案
内
容
、
②

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た

教
訓
や
、
防
災
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
等
の
我
が
国
の
知
見
の
発
信

内
容
、
③
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
発
信
内
容
、
被
災
地

の
振
興
の
発
信
内
容
等
に
つ
い

て
、
助
言
を
得
つ
つ
、
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

世
界
会
議
開
催
地
の
仙
台
市

で
は
、本
体
会
議
の
開
催
支
援
、

関
連
事
業
・
歓
迎
事
業
の
実
施
、

地
元
歓
迎
機
運
の
醸
成
、仙
台
・

東
北
地
域
の
魅
力
発
信
等
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

仙
台
・
東
北
の
自
治
体
・
学
術
界
・

政
府
・
経
済
界
等
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

仙
台
開
催
実
行
会
議
が
４
月
17
日

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
同
委
員

会
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
や
宿

泊
セ
ン
タ
ー
等
の
本
体
会
議
支
援
、

被
災
地
へ
の
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の

関
連
事
業
の
企
画
・
調
整
、
地
元

主
催
歓
迎
事
業
な
ど
、
様
々
な
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
世
界
的
な
取
組
と
し

て
、地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
会
合
）
が
あ
り
、
本

年
４
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
、

ア
フ
リ
カ
地
域
、
米
州
、

大
洋
州
、
ア
ラ
ブ
地
域
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
域
に

お
い
て
、
現
行
Ｈ
Ｆ
Ａ
の

取
組
を
総
括
し
、
Ｈ
Ｆ
Ａ

の
後
継
枠
組
に
向
け
た
議

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
が
属
す
る
ア
ジ
ア

地
域
で
は
、
本
年
６
月
に

ア
ジ
ア
防
災
閣
僚
級
会
議

が
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
同
会
議
は
、

ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
に
向
け
て

ア
ジ
ア
地
域
と
し
て
の
発

信
内
容
を
検
討
す
る
重

要
な
機
会
で
す
。
ま
た
、

７
月
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
国
連
主
催
の
第
１
回

政
府
間
準
備
会
合
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
、
日
本

政
府
と
し
て
は
、
ポ
ス

ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
策
定
に
向

け
た
日
本
と
し
て
の
提

案
や
、
我
が
国
の
防
災

に
関
す
る
知
見
や
復
興

の
取
組
内
容
な
ど
に
つ

い
て
発
信
す
る
た
め
の
準
備
作
業
を
加
速
し
て
い

き
ま
す
。

更
に
、
２
０
１
５
年
に
は
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
後
継
枠

組
だ
け
で
な
く
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
の
議
論
や
、「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
後
継
枠
組
な
ど
、
国
際
的
に
大
き
な

枠
組
が
相
次
い
で
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
そ

の
中
で
も
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
後
継
枠
組
は
先
行
し
て
策
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
、
第
３
回
国
連
防

災
世
界
会
議
の
成
果
が
他
の
国
際
的
な
枠
組
の
策

定
に
良
い
影
響
を
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
が
協

調
し
、
世
界
の
防
災
の
取
組
が
よ
り
一
層
効
果
的

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

以
上
の
通
り
、
国
連
・
国
・
地
元
と
も
に
会
議

開
催
に
向
け
た
準
備
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き

ま
し
た
。
政
府
と
し
て
は
、
国
際
連
合
、
仙
台
市
・

東
北
４
県
・
地
元
経
済
界
、
そ
の
他
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
協
力
の
下
、
全
府
省
庁
一
体
と
な
っ
て
、

今
後
も
会
議
の
準
備
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
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特集
第３回国連防災世界会議の 
準備が本格化

現在建設中の新コンベンション施設（仙台市提供）

内閣府防災の準備室の様子（中央合同庁舎第８号館）
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平
成
26
年
２
月
の
豪
雪
災
害

平
成
25
年
11
月
末
か
ら
平
成
26
年
３
月
に
か
け
て

は
、
日
本
海
側
の
降
雪
量
は
北
日
本
の
山
沿
い
等
を

除
い
て
全
般
に
平
年
を
下
回
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
特

に
北
陸
地
方
の
平
地
で
は
平
年
を
大
き
く
下
回
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
２
月
上
旬
と
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
１

度
、
低
気
圧
が
発
達
し
な
が
ら
日
本
の
南
岸
を
通
過

し
、
太
平
洋
側
で
は
広
い
範
囲
で
大
雪
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
、
２
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
は
、
関

東
甲
信
地
方
を
中
心
に
過
去
の
最
深
積
雪
の
記
録
を

大
幅
に
上
回
る
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

こ
の
平
成
25
年
11
月
末
か
ら
の
大
雪
で
は
、
主
に

屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
、
除
雪
作
業
中
の
事
故
等
で
死

者
93
人
及
び
負
傷
者
１
７
６
４
人
の
人
的
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
家
被
害
に
つ
い
て
は
、
住
家

全
壊
17
棟
、
住
家
半
壊
50
棟
、
住
家
一
部
破
損
７
５

８
棟
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
、
２
月
14

日
か
ら
の
大
雪
で
は
、
山
梨
県
や
長
野
県
の
一
部
の
地

域
な
ど
で
、
約
６
０
０
０
世
帯
以
上
が
孤
立
し
た
ほ
か

車
両
の
立
ち
往
生
な
ど
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

（
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
等
の
開
催
）

政
府
で
は
、
降
雪
前
の
２
月
14
日
に
、
関
係
省
庁

災
害
警
戒
会
議
を
開
催
し
、
古
屋
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
防
災
）
か
ら
国
民
の
皆
様
に
対
し
て
、
不
要

不
急
の
外
出
を
控
え
て
早
期
に
帰
宅
す
る
こ
と
な
ど

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
に
対
し
て
、

除
雪
の
体
制
確
保
、
交
通
障
害
へ
の
対
応
に
万
全
を

期
す
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

関
係
省
庁
に
お
い
て
、
除
雪
、
救
助
、
物
資
輸
送
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
２
月
16
日
に
は
関
係
省
庁
災

害
対
策
会
議
を
開
催
し
、
被
害
状
況
や
対
応
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

（
豪
雪
非
常
災
害
対
策�

本
部
等
の

設
置
及
び
総
理
指
示
）

２
月
18
日
、
集
落
の
孤
立
が
３
日
を
超
え
る
事
態

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
の
指
示
に
よ
り
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

古
屋
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
を
本
部
長
と

す
る
「
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
豪
雪
非
常
災
害

対
策
本
部
」
を
格
上
げ
設
置
し
ま
し
た
。

同
日
開
催
し
た
第
１
回
本
部
会
議
に
お
い
て
、
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
は
関
係
省
庁
に
対
し
、
①
今
後
、

孤
立
に
よ
る

凍
死
等
に
よ

る
犠
牲
者
を

一
人
も
出
さ

な
い
こ
と
。

②
自
衛
隊

の
人
員
や
ヘ
リ
等
の
装
備
の
体
制
を
大
幅
に
強
化
す

る
と
と
も
に
、
警
察
、
消
防
、
国
交
省
の
関
係
機
関

が
連
携
し
、
次
の
降
雪
に
も
備
え
て
、
最
大
限
の
総

力
を
挙
げ
て
、
除
雪
等
の
対
応
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
。

③
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
や
通
路
の
通
行
確
保
に
努
め
、
国
民
生
活
の
早
期

改
善
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
梨
県
に
亀
岡
内
閣
府
大
臣
政
務
官
を
本

部
長
と
す
る
非
常
災
害
現
地
対
策
本
部
を
、
群
馬
県

及
び
埼
玉
県
に
内
閣
府
参
事
官
（
防
災
担
当
）
を
室

長
と
す
る
政
府
現
地
災
害
対
策
室
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
、
災
害
応
急
対
策
に
係
る
連
絡
調
整
等
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
も
豪
雪
非
常
災
害
対
策
本
部
会
議
を
計
８

回
開
催
し
、
非
常
災
害
現
地
対
策
本
部
及
び
政
府
現

地
災
害
対
策
室
と
の
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
被
害
状
況

等
の
聴
取
及
び
意
見
交
換
、
関
係
省
庁
に
お
け
る
対
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豪雪非常災害対策本部第１回本部会議（官邸４階大会議室）
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応
・
支
援
状
況
等
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
行
い
ま

し
た
。

（
内
閣
総
理
大
臣
の�

現
地
調
査
及
び

政
府
調
査
団
の
派
遣
）

２
月
17
日
に
は
、
亀
岡
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
防

災
）
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
山
梨
県
へ
派
遣

し
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
西
村
内
閣
府
副
大
臣
及
び
井
上
環
境
副
大
臣

を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
東
京
都
及
び
山
梨
県

へ
、
西
村
内
閣
府
副
大
臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査

団
を
埼
玉
県
、
長
野
県
及
び
群
馬
県
へ
そ
れ
ぞ
れ
派

遣
し
、
被
害
・
対
応
状
況
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
４
月
12
日
に
は
、
災
害
に
よ
り
被
災
し
た

ぶ
ど
う
園
等
、
果
樹
栽
培
の
復
旧
・
再
生
の
取
組
み

等
を
把
握
す
る
た
め
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
山
梨

県
を
訪
問
し
、
被
災
地
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
若

手
農
業
者
等
と
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
支
援
策
）

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
群

馬
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
山
梨
県
、
長
野
県
及
び

静
岡
県
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
延
べ
４

９
０
０
名
余
り
の
自
衛
隊
員
が
人
命
救
助
や
物
資
輸

送
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
庁
延
べ
６

８
０
０
名
余
り
、
消
防
防
災
ヘ
リ
10
航
空
隊
13
機
に

よ
る
救
出
・
救
助
活
動
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
国

土
交
通
省
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
延
べ
３
４
０

名
余
り
派
遣
し
除
雪
作
業
の
支
援
等
を
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、
災
害
救
助
法
が
、
２
月
15
日
に
長
野
県
内

４
市
町
、
群
馬
県
内
１
市
、
山
梨
県
内
16
市
町
村
、

２
月
17
日
に
群
馬
県
内
７
市
町
村
、
埼
玉
県
内
７
市

町
、
２
月
18
日
に
群
馬
県
内
１
市
、
山
梨
県
内
３
市
町
、

２
月
21
日
に
山
梨
県
内
２
市
村
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
用

さ
れ
ま
し
た
。

災
害
救
助
法
の
適
用
を
踏
ま
え
、
２
月
26
日
、
今

冬
期
の
大
雪
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
方
公

共
団
体
（
計
49
団
体
）
に
対
し
て
、
３
月
に
定
例
交

付
す
べ
き
特
別
交
付
税
の
一
部
を
繰
り
上
げ
て
交
付

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
被
災
農
業
者
支
援
対
策
と
し
て
、
２

月
24
日
、「
今
冬
豪
雪
に
よ
る
被
災
農
業
者
へ
の
支
援

対
策
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
①
災
害
関
連
資
金
の

無
利
子
化
、
②
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
・
修
繕
へ

の
助
成
、
③
共
同
利
用
施
設
へ
の
助
成
、
④
果
樹
の

改
植
へ
の
助
成
、
⑤
被
災
農
業
法
人
等
の
雇
用
の
維

持
の
た
め
の
支
援
、
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
以
上
、４
月
30
日
現
在（
支
援
策
は
３
月
４
日
現
在
））
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被災圃場において説明を受ける安倍総理大臣
（山梨県勝沼町菱山地区）

孤立集落の被害状況の説明を受ける西村副大臣
（群馬県南牧村堂所（どうどこ）地区）

被災した農業ハウス（山梨県甲州市塩山地区）

上空から見た被害状況（山梨県上空）
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東日本大震災以降、防災教育の重要性はますます高まってきています。このページではNPO法人プラス・アー
ツが開発してきた、「子どもたちと楽しく防災を学ぶ」プログラムやツールの紹介と、活用現場のレポートを併
せて掲載していきます。

●�東日本大震災の体験から生まれた防災教育教材
「とっさのひとこと」

大地震が起きた後、「津波が来
るぞー！」と、近所の人たちが避
難しています。一方、家の中では
お母さんが「大事な食器、割れ
ちゃった…」と座り込んでいます。
焦っている男の子はお母さんの服
を引っ張って言います。「○○○
○○」。

防災教育教材「とっさのひとこと」は、このような
災害時の状況を３コマ漫画で表現し、３コマ目のセリ
フを空白にしています。漫画を読み進めながら、描か
れている状況を理解し、最後に「自分だったらどんな
ことを言うか」を考えます。こうしたプロセスが、災
害時にとるべき行動への考察につながっていきます。
また「漫画」という表現方法を用いたことで、登場人
物が置かれた状況や気持ちが疑似体験しやすくなり、
想像力と共感力を高められるようになっています。
この教材は、プラス・アーツと、国連に公認された

子ども支援の国際NGOセーブ・ザ・チルドレン・ジャ
パンが共同で開発しました。東日本大震災の被災地で
ある岩手県と宮城県の学童保育施設や児童館の子ども

たちと指導員を対象とした防災研修を共に行った際、
子どもたちから災害時に役立ったさまざまな知恵や工
夫の話を聞きました。被災者の教訓から学ぶ重要性を
再認識した私たちは、50名の方たちにインタビューを
行い、「困ったこと」「たいへんだったこと」「工夫して
しのいだこと」などをお聞きしました。この体験談を
もとに制作した「とっさのひとこと」はプラス・アー
ツのホームページから無料でダウンロードできます（下
記参照）。東日本大震災の教訓を次の災害への備えに活
かすための教材としてぜひご活用ください。

防災教育教材「とっさのひとこと」
【特徴】
①東日本大震災の被災体験を反映
②�「漫画」という親しみやすいツール
③対象者が主体的に参加できる
④�学校、イベント、ワークショップ
などさまざまな場で使用可能

⑤無料でどなたでも入手可能
【問い合わせ先】
公益財団法人セーブ・ザ・チルドレ
ン・ジャパン
　TEL�03-6859-6869
　MAIL�drr-tossa@savechildren.or.jp
ＮＰＯ法人プラス・アーツ
　TEL�03-5655-2369
　MAIL�tokyo@plus-arts.net
ダウンロードはこちら
　http://www.plus-arts.net/tossa/

学
び
の
場
─
─
宮
城
県
東
松
島
市
立
矢
本
第
二
中
学
校

宮
城
県
東
松
島
市
立
矢
本
第
二
中
学
校
が
２
０
１
４
年
１
月
16

日
に
全
校
一
斉
で
実
施
し
た
防
災
教
育
授
業
に
「
と
っ
さ
の
ひ
と

こ
と
」
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
１
年
生
と
２

年
生
は
「
非
常
持
ち
出
し
袋
を
準
備
し
て
お
く
」
と
い
う
ト
ピ
ッ

ク
を
取
り
上
げ
、
２
年
生
は
グ
ル
ー
プ
で
か
ば
ん
の
中
に
入
れ
て

持
ち
出
せ
る
物
３
つ
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
考
え
ま
し
た
。
３
年

生
は
避
難
所
内
に
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
場

所
を
つ
く
る
」
を
取
り
上
げ
、
体
育
館
を
避
難
所
と
見
立
て
て
レ

イ
ア
ウ
ト
を
考
え
ま
し
た
。
お
年
寄
り
は
ト
イ
レ
の
近
く
に
す
る

な
ど
の
心
配
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
後
の
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、95
％
が「
た
め
に
な
っ

た
」
と
答
え
、「
こ
ん
な
こ
と
は
め
ず
ら
し
い
」
と
先
生
か
ら
お

聞
き
し
ま
し
た
。「
漫
画
だ
っ
た
か
ら
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
自

分
で
み
さ
き
ち
ゃ
ん
（
登
場
人
物
）
の
言
っ
た
こ
と
を
考
え
る
の

が
楽
し
か
っ
た
」「
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
り
ま
し
た
」「
東

日
本
大
震
災
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
教
訓
を
こ
れ
か
ら
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
災
害
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
生
徒
の
感
想

か
ら
、
防
災
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
生
か
し
て
い
く
と
い
う
本
教
材
の
意
図
が
伝
わ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

矢
本
第
二
中
学
校
は
１
階
が
津
波
で
浸
水
し
被
災
し
た
生
徒
が

多
く
い
ま
す
。「
と
っ
さ
の
ひ
と
こ
と
」
は
、「
震
災
を
体
験
し
た

生
徒
に
は
物
足
り
な
い
気
が
し
ま
す
」
と
い
う
先
生
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
生
徒
同
士
ま
た
生
徒
と
先
生
の
間
で
震
災

に
つ
い
て
あ
ま
り
話
す
機
会
が
な
か
っ
た
中
、「『
あ
の
時
あ
れ
が

あ
っ
て
助
か
っ
た
』な
ど
、体
験
を
も
と
に
し
た
意
見
交
換
が
し
っ

か
り
行
わ
れ
て
い
て
よ
い
雰
囲
気
だ
っ
た
」「
自
ら
の
経
験
を
思

い
出
し
考
え
を
表
現
し
て
い
る
姿
や
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
出
す

姿
が
見
ら
れ
た
」
な
ど
、
体
験
を
共
有
で
き
て
よ
か
っ
た
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

先
生
方
は
、
生
徒
が

将
来
地
域
に
お
け
る
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
よ

う
に
中
学
校
で
学
び
、
巣

立
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
も
っ
て
お
ら

れ
、「
と
っ
さ
の
ひ
と
こ

と
」
の
活
用
が
そ
の
一
助

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。（
公
益
社
団
法
人

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）

津
つ

波
なみ

が

来
く

るぞー!!

津
つ

波
なみ

が

来
く

るぞー！
避
ひ

難
なん

だー！

大
だい

事
じ

な食
しょっき

器、
割
わ

れちゃった…

片
かた

付
づ

け
なきゃ…

…

早
はや

く

逃
に

げないと

危
あぶ

ないぞー！

［地
じ

震
しん

後
ご

、津
つ

波
なみ

が起
お

こったら］

すぐに避
ひ

難
な ん

する

▼  津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

が出
で

たらできるだけ早
はや

く避
ひ

難
なん

する

▼  津
つ

波
なみ

の心
しん

配
ぱい

があれば避
ひ

難
なん

を始
はじ

める

6教訓6状況
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「楽しみながら、しっかり学ぶボウサイ」を始めよう！

第 1 回 　漫画で、災害時の知恵や工夫を学ぶ

ワークショップ「非常持ち出し袋に入
れるものについて考える」の様子

NPO法人プラス・アーツ
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Q子
ど
も
た
ち
が
園
や
学
校

い
る
時
間
帯
に
災
害
が

起
き
る
こ
と
を
想
定
し

災
害
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
様
々
な
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
さ

ら
に
防
災
力
を
上
げ
る
た
め
に
す

べ
き
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
ず
、
自
治
体
が
作
成

し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
そ
の
地
域
の
災
害
特

性
、
地
域
防
災
計
画
等
か
ら
被
害
想
定
を
確
認
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
そ
の
施
設
で
地
震
に
よ
る
影
響
が
大
き
く

最
大
震
度
が
６
ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
訓
練
が
震
度
６
ク
ラ
ス
に
対
応
す
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
か
を
検
証
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
E

−

デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
な
ど
の
震
動
実
験
映
像
等
を
参
考
に
震
度
６
ク
ラ

ス
が
も
た
ら
す
被
害
の
イ
メ
ー
ジ
を
職
員
で
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
過
去
の
被
災
状
況
か
ら

施
設
・
設
備
へ
の
影
響
、
職
員
や
子
ど
も
の
負
傷
程

度
、
保
護
者
の
帰
宅
困
難
度
、
医
療
機
関
、
流
通
、

避
難
所
な
ど
を
考
察
し
ま
す
。
私
が
園
や
学
校
の
取

り
組
み
で
不
安
に
思
う
の
が
、
多
く
の
施
設
で
そ
の

地
域
の
最
大
震
度
が
大
き
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
策

や
訓
練
が
震
度
３
～
４
レ
ベ
ル
の
内
容
で
あ
る
と
い

う
実
態
で
す
。
甘
い
想
定
で
実
施
し
て
い
て
は
想
定

外
の
事
案
を
も

た
ら
す
だ
け
で

解
決
策
に
成
り

得
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
避

難
訓
練
の
前

に
、
全
員
が
生

き
て
い
て
行
方

不
明
者
も
負
傷

者
も
数
人
と
い

う
想
定
で
間
違

い
か
、
安
全
な

環
境
の
構
築
な

ど
取
り
組
む
べ

き
対
策
の
優
先

順
位
や
重
要
度
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
課
題
と
向

き
合
い
ま
し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

お財布、保険証、おくすり手帳
……いつものバッグが身の助けに 
 （福島県新地町　60代　女性　主婦）
地震が起きたとき、すぐに「逃げなければ」と思いま

した。避難場所は指定されていたので迷いませんでした。
それでも、避難するとき私が持っていたのは、いつも使っ
ている小さなバッグだけでした。家を飛び出すときに、
なぜか「そうだ！　免許証！」とだけはひらめいて、こ
のバッグと一緒にあわてて持ち出したのですが、ほかの
ことは何一つ考えられませんでした。本当に着の身着の
まま、夢中だったのです。
避難後、家はまるごと津波に流されてしまいましたか

ら、手元にはこのバッグ以外残りませんでした。ただ、
この中にお財布、保険証、診察券、おくすり手帳などが
入れっぱなしになっていたのが幸いでした。薬自体は持
ち出せませんでしたが、後から病院に行って、処方して
もらうことができました。保険証や免許証は身分証明書
代わりにもなり、後々本当に役に立ちました。大事なも
のはひとまとめにしておくと、いざというときにさっと
持ち出せると思います。
欲を言えば、お財布の中にもう少し多めに現金を入れ

ておけばよかったかも。ただし、いったん逃げたら、お
金をとりに家に戻ったりしては絶対にいけません。それ
で亡くなった人がたくさんいるのですから。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html

マニュアルを作り定期的に 
訓練もしていますが、 

防災対策はこれでいいのか 
不安です。

防災 Q&A 保育園・幼稚園・学校の防災対策

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 30回

東日本大震災（平成 23 年３月）

イラスト：井塚 剛

被害想定など
科学的知見を踏まえた
内容になっているか
検証してみましょう。
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宮
城
県
気
仙
沼
市
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
で
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
死
者
・
行
方
不

明
者
は
１
３
０
０
名
を
超
え
た
。
気
仙
沼
市

立
階
上
中
学
校（
生
徒
数
１
２
１
名
）は
震
災
後
に
生
徒
、

卒
業
生
、地
域
住
民
な
ど
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
に
は
、「
津
波
が
来
て
も
た
い
し
た
こ
と

は
な
い
と
思
っ
た
」、「
自
分
で
判
断
せ
ず
、
周
り
を
み

て
判
断
し
て
し
ま
っ
た
」、「
家
族
を
心
配
し
て
家
に
戻
っ

た
」
な
ど
、
津
波
へ
の
危
機
意
識
、
自
助
の
認
識
不
足

を
示
す
回
答
が
多
く
見
ら
れ
た
。

「
震
災
の
反
省
か
ら
、『
こ
こ
に
は
津
波
は
来
な
い
だ

ろ
う
』、『
自
分
は
助
か
る
だ
ろ
う
』
と
い
っ
た
『
思
い

こ
み
』
を
正
し
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
『
自

助
』
の
力
を
毎
年
養
っ
て
い
く
防
災
学
習
を
実
行
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
」
と
階
上
中
学
校
教
諭
の
戸
羽
康

幸
さ
ん
は
言
う
。

階
上
中
学
校
は
震
災
前
、「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」

を
テ
ー
マ
に
１
年
毎
に
実
施
し
て
き
た
防
災
学
習
を
、

「
自
助
」、「
自
助
・
共
助
」、「
自
助
・
公
助
」
と
見
直
し
、

〝
自
助
〟
を
基
盤
に
、
３
年
サ
イ
ク
ル
で
学
べ
る
よ
う
に

し
た
。
さ
ら
に
、「
知
る
」（
正
し
い
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
る
）、「
備
え
る
」（
正

し
い
知
識
を
も
と
に
、
日
頃
か
ら
準
備

を
す
る
）、「
行
動
す
る
」（
頭
だ
け
の
理

解
で
は
な
く
、
行
動
へ
と
結
び
つ
け
る
）

と
い
っ
た
視
点
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
「『
私
た
ち
は

未
来
の
防
災
戦
士
』
〜
『
自
助
』『
自
助
・

共
助
』『
自
助
・
公
助
』
の
学
び
と
『
つ

な
が
り
』
の
大
切
さ
を
通
し
て
〜
」
と

い
う
名
で
、
２
０
１
２
年
度
防
災
教
育

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
応
募
、
採
択
さ

れ
た
。

初
年
度
は
「
自
助
・
共
助
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
防
災
学
習
が
行
わ
れ
た
。
例

え
ば
、
階
上
中
学
校
の
学
区
内
に
あ
る

11
の
自
治
会
と
の
合
同
避
難
訓
練
で
あ

る
。
こ
の
訓
練
で
は
、
自
宅
や
地
域
に

い
る
時
に
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
て
、
生
徒
は
地
域
住
民
と
各
地
域

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

私
た
ち
は
未
来
の
防
災
戦
士

宮
城
県
の
気
仙
沼
市
立
階
上（
は
し
か
み
）中
学
校
は
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、

「
知
る
」、「
備
え
る
」、「
行
動
す
る
」
を
視
点
と
し
た
実
効
性
の
あ
る
防
災
学
習
に 

取
り
組
ん
で
い
る
。

第 19回

気仙沼市立階上中学校の防災
学習
自治体との合同避難訓練（上
段左）、ショート避難訓練で教
室の机の下に避難（上段右）、
防災マップの作成（下段左）、
体育館での避難所設営訓練（下
段右）
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の
避
難
所
に
避
難
。
生
徒
は
そ
こ
で
、
避
難
者
リ
ス
ト

の
作
成
や
避
難
者
一
覧
表
の
掲
示
な
ど
に
取
り
組
み
、

地
域
の
人
と
助
け
る
側
と
し
て
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
校
内
で
は
「
シ
ョ
ー
ト
避
難
訓
練
」
も
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
授
業
時
間
、
休
み
時
間
な
ど

に
予
告
せ
ず
に
緊
急
地
震
速
報
を
流
し
、
生
徒
は
そ
の

場
の
状
況
に
応
じ
て
、
頭
を
隠
す
、
あ
る
い
は
ガ
ラ
ス

窓
か
ら
離
れ
る
と
い
っ
た
身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
す

る
と
い
う
訓
練
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
校
庭
に
設
営

さ
れ
て
い
る
仮
設
住
宅
の
住
人
と
の
合
同
避
難
訓
練
、

避
難
所
設
営
訓
練
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
は
『
階
上
中
学
校
は
防
災
学

習
に
非
常
に
熱
心
』
と
い
う
評
価
を
頂
い
て
お
り
、
そ

れ
が
地
域
住
民
の
方
々
の
防
災
意
識
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
戸
羽
さ
ん
。

こ
う
し
た
訓
練
の
成
果
は
実
際
に
も
現
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
12
月
７
日
の
夕
方
に

地
震
が
発
生
し
、
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
た
時
、
部
活
動
で
校
内
に

い
た
約
50
名
の
生
徒
が
体
育
館
に

集
合
し
、
訓
練
通
り
に
避
難
所
設

営
を
始
め
た
。
帰
宅
し
て
い
た
生

徒
の
何
名
か
も
自
主
的
に
登
校
し
、

避
難
所
設
営
に
参
加
し
て
い
る
。

体
育
館
に
は
３
０
０
名
を
超
え
る

避
難
者
が
集
ま
っ
た
が
、
生
徒
は

避
難
者
一
覧
表
の
作
成
、
畳
や
イ

ス
に
よ
る
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、

毛
布
の
配
給
な
ど
に
落
ち
着
い
て

取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
２
０
１
３
年
度
は
「
自

助
・
公
助
」、
今
年
度
は
「
自
助
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

防
災
学
習
を
実
施
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
と
密
接
に
連

携
し
た
取
り
組
み
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
１
４

年
２
月
に
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
防
災
教
育

大
賞
」
を
受
賞
し
た
。

「
生
徒
の
間
で
は
、
防
災
学
習
は
本
校
の
伝
統
で
、
引

き
継
い
で
い
く
も
の
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

震
災
の
経
験
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
今
後
、
近

隣
の
小
学
校
や
地
域
の
方
々
と
の
活
動
を
さ
ら
に
増
や

し
、
よ
り
多
く
の
人
が
同
じ
意
識
を
も
っ
て
防
災
活
動

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
戸
羽

さ
ん
は
言
う
。

�

（
写
真
提
供　

気
仙
沼
市
立
階
上
中
学
校
）

23

防 災学習は防災の知識を得ることだけが目的
ではありません。マニュアルに書いてある

から、その通りに覚えて行動するのではなく、なぜ、
そのように行動する必要があるのか、他にもっと良い
方法はないかといったことを考えられる力を育てるこ
とが大切です。
また、生徒の「人間力」を伸ばすことも考えて防

災学習を実行しています。人間力とは人生をより良く
生きるための力です。その意味では、防災学習をきっ
かけに他の学校や団体と接する機会が増えたことで、
生徒は自分の考えを他の人に伝えるというコミュニ
ケーション能力を高められたと感じています。
本校の防災学習は今後も、「自助」、「自助・共助」、「自

助・公助」というテーマを 3年サイクルで行っていく
予定です。過去の焼き直しとならないように工夫しな
がら継続していきたいと考えています。

防災リーダーの一言

戸羽康幸（とば・やすゆき）●気仙沼市立階上中学校教諭

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）
広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、 

FAX、メールにてお寄せください。

平成 26 年 6 月 3 日発行［季刊］
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『ぼうさい』秋号は平成 26 年 9 月発行の予定
です。

編集後記
休日を利用して、江東区有明の東京臨海広

域防災公園内「そなエリア東京」（防災体験
学習施設）を見学・体験した。

施設の目玉、「東京直下 72h TOUR」はマグ
ニチュード 7.3、最大震度 6 強の首都直下地
震の発災から避難までをニンテンドー DS® を
使ったクイズに答えながら、生き抜く知恵を
学ぶ防災体験学習ツアーだ。

最後にひとり一人のスコアがわかる仕組み
となっており、子どもから大人まで楽しみな
がら学べる施設となっている。

広大な園地（発災時はヘリポートとして利
用可能な場外離着陸場等として活用）も隣接
しており、風が心地よいこの季節、家族でピ
クニックや運動等を楽しみながらの見学もお
勧めです。

『ぼうさい』夏号  [No. 75]

新しい住所に
なりました



東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成27年3月31日（火）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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